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8
月
朽
日
、
室
野
城
川
ダ
ム
で
行

わ
れ
た
「
牛
の
丸
焼
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
。
今
年
で
1
0
回
目
を
む
か
え
た

こ
の
催
し
に
約
2
0
0
人
が
集
ま
り
、

半
身
の
牛
肉
2
5
0
k
9
を
平
ら
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
と
り
を
流
れ
る

「
せ
せ
ら
ぎ
の
泉
」
で
は
、
ニ
ジ
マ
ス

の
つ
か
み
捕
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

呂・雑

■松代町役場

〒942－1592新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1

TEL　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300
U　R　L　http＝／／www」echigo－matsudai．com／

バランスシートで財政体質をみる…②～③

市町村合併・十日町圏域を知ろう…④～⑤

自然エネルギー／森林整備支援制度…⑥～⑦

里創プラン通信／スポーツ……⑧～⑨

東京発／松代の自然／八王子から…⑩～⑪

夏休みの思い出・………………一8⑫～⑭

文芸・お知らせ・町の行事予定…⑭～⑮

主
な
内
容



i縮
…臨霞萎 蒙，鎧

鶴

平成13年度のバランスシート （単位1千円）

方借

［資産の部］

1．有形固定資産
（1）総務費

（2）民生費

（3）衛生費

（4）労働費

（5）農林水産業費
（6）商工費

（7）土木費

（8）消防費

（9）教育費

（ゆその他

　計
（うち土地

有形固定資産合計

1820940
　687384
　31764

　　02972162
　408423
2060623
　48852
2990138
　3156
11　023　442

　671875）

11，023，442

2．投資等
（1）投資及び出資金
（2）貸付金

（3）基金
①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金

　基金計
④退職手当組合積立金

投資等合計

92273
14005

1077273
120804
　15000
1213077
130278
1，449，633

3、流動資産
（1）現金・預金

①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金
　現金・預金計
（2）未収金

①地方税
②その他

　未収金計
流動資産合計

374733
279943
194012
848688

1393
266076
267469
1，116，157

資産合計 13，589，232

貸　　方
［負債の部］

1　固定負債

（1）地方債 3，358，024

（2）債務負担行為

①物件の購入等
②債務保証又は損失補償
　債務負担行為計

0
0
0

（3）退職給与引当金

固定負債合計

967，186

4，325，210

2．流動負債

（1）翌年度償還予定額 504628

（2）翌年度繰上充用金 0
流動負債合計 504，628

負債合計 4，829，838

［正味資産の部］

1．国庫支出金 1174723

2、都道府県支出金 2513696

3．一般財源等 5070975

正味資産合計 8，759，394

負債・正味資産合計 13，589，232

※債務負担行為に係る補償等

①物件の購入等に係るもの　　　　345，000千円

②債務保証及び損失補償に係るもの　　　0千円
③利子補給等に係るもの　　　　　　　　0千円

（平成14年3月31日現在）

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、

町
の
財
政
体
質
を
知
る
う
え
で
大
切
な
資
料

で
す
。

　
現
在
、
町
に
あ
る
土
地
や
建
物
、
基
金
や

権
利
な
ど
の
資
産
を
工
面
す
る
た
め
に
、
そ

の
財
源
と
な
る
資
金
の
調
達
と
運
用
の
状
態
、

つ
ま
り
、
資
産
と
負
債
（
主
に
借
入
金
）
・
正

味
資
産
（
自
ら
の
資
金
）
の
三
つ
の
要
素
を

組
み
合
わ
せ
た
状
況
表
な
の
で
す
。

　
町
の
財
政
は
、
主
に
予
算
と
決
算
で
管
理

10年前との経年比較
　　　　　（単位＝百万円、倍）

区　　　分 H3 H13 伸率
資　　産 10，471 13，589 1．3

「”””””一”甲”一”一

：有形固定資産 　8，185 11，023 　1．4
トー一一一一一一一一一一一

i投資等 1，295 1，450 1．1

卜一一一一一一一一一一一一一

i流動資産 991 1，116 1．1

負　　債 4，058 4，830 1．2
「－”””一”””””一一
：固定負債 　3，717 　4，325 　1．2
トー一一一一一一一一一一一

i流動負債 341 505 1．5

正味資産 6，413 8，759 1．4
「’””””甲””一””一

：国庫支出金 　1，117 　1，175 　1．1
トー一一一一一一一一一一一

i県支出金 1，267 2，513 2．0
卜一一一一一一一一一一一

i一般財源等 4，029 5，071 1．3

負債・正味資産合計 10，471 13，589 1．3

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業
の
決
算
に
則
し
て
、

町
の
資
産
の
運
用
状
況
を
知
る
た
め
に
、
2

年
前
か
ら
各
市
町
村
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の

町
の
財
政
運
営
や
市
町
村
合
併
な
ど
で
財
政

問
題
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　講O離闇簗の資達等の変粥

平成3年度から平成13年度の10年間で町の資産と負債がどのよ

うに変わっているかをみてみます。

資産総額は104億7！千万円から31億18百万円増加し135億89百万

円となっています。これは、芝峠や駅周辺及びスキー場等の整備

により有形固定資産が10年前の1．4倍、110億23百万円となってい

ることが大きな要因です。

また、流動資産が1億25百万円増加していますが、平成13年度

から平成14年度への事業の繰越に伴う、国県支出金などの未収金

が増えているからです。

負債においては、10年問で1．2倍しか伸びておらず48億3千万円

となっています．この要因は、地方債の繰上償還によることと、

資産形成の財源を補助率の高い国県支出金を有意義に利用するこ

とで、借り入れによる負担を軽減してきたことによるものです．

そのことは、正味資産の伸びにも現われており、10年前の1．4倍と

なっています．ここでも補助金を有効に活用して資産形成してい

ることがうかがえます。
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　このバランスシートは、町が一般会計においてこ

れまでに形成してきた資産や、その財源となった負

債と正味資産の内容を表示しています．

　平成13年度末現在の町の資産総額は135億89百万円

となっており、13年度当初予算額の約4年分に相当

しています。

　その資産総額の中でも、町にある土地や建物など

有形固定資産の財源のうち、返済を要しない正味資

産で工面している’ものが、87億59百万円となってお

り、有形固定資産に対する割合は約80％におよぶこ

とから、将来の世代に対する負担は低くなっている

といえます。

借 方

【資産の部】

1．有形固定資産

　土地・建物・機器類などで、町税や国及び県

からの支出金または地方債（町の借入金）など

を財源として、町が形成した資産を行政目的別

に表示しています。

　建物や機器などは、定額法による減価償却を

行った後の額を、また土地については取得価格

で計上しています。

　有形固定資産は110億23百万で総資産の81％を

占めています。

2．投資等
　各種公的団体への出資金や克雪住宅づくり資

金など住民への貸付金などと、町が保有する各

種の基金の状況を表示しています。

　投資のうち一番多いのは北越急行で41百万円

（44％）、次いで松代総合開発が3千万円（32％）

となっています。

　基金の合計は財政調整基金と減債基金を除い

た額です。また、退職手当組合積立金は、県町

村職員退職手当組合に係る町の持分相当額の積

立額を表示しています．

3．’流動資産

　町が持つ現金・預金、未収金などを種類別に

表示しています。また、予期しない支出に備え

るための財政調整基金と地方債の償還に備える

減債基金はその性格から流動性が高いため、流

動資産に分類されています。

　未収金のうちその他は、翌年度に繰りこしと

なった事業のうち未収入となっている国県支出

金と地方債であり、13年度は繰越事業が多かっ

たために2億66百万円となっています。

貸 方

【負債の部】

1．固定負債

　地方債は13年度末の現在高を示しており、こ

の地方債と流動負債の翌年度償還予定額をあわ

せた38億63百万円が、地方債の実質残高となり
ます。

　また、退職給与引当金は13年度末に職員全員

が普通退職したと想定した場合における要支給

額を表示しており、9億67百万円となっていま
す。

2．流動負債

　14年度に返済する地方債の元金償還金予定額

を翌年度償還予定額として表示しており、5億
5百万円となっています。

【正味資産の部】

国・県支出金及び一般財源等

　企業会計ではこの部分は本来「資本」に該当

する部分ですが、営利活動を目的としないため

に「正味資産」という表示をしています。

　ここでは、有形固定資産を形成するための財

源となった国や県からの支出金の額を、有形固

定資産の減価償却と同じ方法で減額した額を計

上しています。県支出金が国庫支出金の2倍以
上となっていますが、これは主に農林水産業費

の補助金などのように国庫支出金として歳入さ

れるものでも県を経由して交付されるため、県

支出金として扱うことから多くなっています．

　また、企業会計の剰余金に当る部分を一般財

源等として表示しており、町税等の自主財源を

計上しています．

※債務負担行為に係る補償等

「①物件の購入等に係るもの」の3億45百万円は、千年金鉢地区で新潟県住宅供給公社が建設している町

営住宅の平成14年度から始まる償還金です。
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「
ど
う
し
て
今
、
合
併
な
の
か
？
」
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い

く
た
め
、
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
8
月
号
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
予
測

や
悪
化
す
る
財
政
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
等
、
拡
大
す
る
日
常
生
活
圏
の
状

況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
馨
翠
脇
，
．
　
薪
羅
鍵
・
灘
だ
・
　
－
概
．
－
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
区
域
と

広
が
る
日
常
生
活
圏
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
負
担
を
す
る
区
域
が
必
ず
し

　
交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
　
　
も
一
致
し
な
い
で
き
て
い
る
の

達
や
経
済
活
動
の
活
発
化
に
伴
っ
　
　
　
で
す
．

て
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
や
レ
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
よ
り

ジ
ャ
ー
・
買
い
物
な
ど
、
住
民
　
　
実
際
に
近
づ
け
、
広
域
的
な
観

の
日
常
の
行
動
範
囲
は
、
現
在
　
　
点
か
ら
効
率
的
で
魅
力
的
な
ま

の
行
政
区
域
を
越
え
て
、
ま
す
　
　
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
現

ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
在
の
行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
る

　
こ
れ
に
対
し
、
住
民
が
税
を
　
　
こ
と
な
く
、
時
代
の
要
請
に
応

負
担
す
る
区
域
は
変
わ
っ
て
い
　
　
じ
て
こ
の
区
域
を
見
直
す
必
要

ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
行
　
　
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
．

圏域市町村別通勤・通学者の状況
表1

自宅から県内他市町村への通勤・通学者の伸率
20．0％

17．3％

15．0％

10．6％

10．0％

5．0％
2．6％ 2．0％

津南町 0．5％
0．0％

松代町 十日町市 川西町 中里村 松之山町

一5．0％

一10．0％

一15．0％

一9．8％

左の表1は、平成7年と12年
の国勢調査結果を使用し、それ

ぞれの市町村からどれだけの人

が他市町村へ通勤・通学してい

るかを調べたものです．平成7

年の数値を1とした伸率で表し

ています。

ご覧いただいてわかるように、

松代町では行政区域を越えて他

の市町村へ通勤・通学している

人が、他の圏域市町村と比べて

特に増加しています。

（資料：国勢調査）

表2

40．00％

35．00％

30．00％

25．00％

20．00％

15．00％

10．00％

5．00％

0．00％

20．10％

灘
， ’

．

他の市町村から通勤・通学者の伸率

　　　6．40％
　　　‘糞　　鏡’
鰹　

，．黛，　　　　　顯＾i

十日町市　　　川西町

7．60％　　　　　　　7．90％
蒙障

　難“

．．難一…，　0・60％

津南町　　中里村

36．60％

．i毅

霧繍’魏

難霧

顯
議
雛i『

．．難

鑛v“、

，．羅　．

松代町 松之山町

（資料：国勢調査）

表2は、他の市町村からどれ
だけの人がそれぞれの市町村へ

通勤・通学してきているかを表

しています。

同じように、平成7年の数値
を1とした伸率で示しています．

圏域の市町村では、他の市町村

から行政の区域を越えて通勤・

通学してきている人も増加して

います。

特に松代町、松之山町で伸率

が高く、生活圏域が拡大してい

ることがうかがえます。
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圏域市町村の消費者動向

表3

市町村別買回品購買率

松之山町麟鐡灘灘，馨灘灘灘’一

中里村難難難、灘懸翻嚢灘懸雛

津南町灘撚獺．嚢灘雛鑛欝灘懸霧懸・．

川西町鑛欝

十日町市欝灘灘難i　灘覇馨縷灘霧舞

松代町灘嚢灘灘懸撒灘

　　　0％　　　　　　　　20％ 40％ 60％ 80％ 100％

松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町

□圏域外 17．5％ 14．0％ 18．3％ 14．1％ 19．3％ 18．7％

■圏域内 66．0％ 0．0％ 76．3％ 57．9％ 58．1％ 60．0％

麗1自市町村内 16．5％ 86．0％ 5．4％ 28．0％ 22．6％ 21．3％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料：新潟県広域商圏動向調査）

※買回品とは、「呉服・寝具、高級衣料、服飾品・アクセサリー、靴・カバン、時計・メガネ・

　カメラ、家庭電器製品、家具・インテリア、文具・書籍、レジャー・スポーツ用品、おもちや・

　楽器・コンパクトディスク、贈答品」です．

　表3は、買回品購買率を示し、どこの地域で一番買い物をするかを調査したものです。

　十日町市を除く各町村とも自町村よりも外へと消費者の行動範囲が拡大していることがわかります．

中でも圏域内、主に十日町市へは大型店舗を有する地域でも有ることから、購買率がほぼ60％以上とす

べての町村で高い数値となっています．

圏域市町村別通院状況

表4

市町村別外来通院依存率

松之山町

中里村羅灘灘・灘灘繋灘騰難嚢灘難．．灘難．．難撒灘灘藝鰯醗鑛、麟鞭i灘撒纏霧

津南町．纒難．灘灘嚢嚢鑛籔鑛灘欝灘i灘雛灘難灘難霧灘灘難灘灘欝灘嚢鑛雛灘、灘雛鰯藝

川西町

十日町市’

松代町

　　　0％ 20％

、灘欝、撚灘灘難嚢

40％　　　　　　　　60％ 80％ 100％

松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町

□圏域外 3．7％ 13．1％ 28．8％ 4．6％ 3．3％ 10．6％

■圏域内 38．8％ 7．1％ 71．2％ 20．0％ 25．1％ 81．8％

翻自市町村内 57．5％ 79．8％ 0．0％ 75．4％ 71．6％ 0．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料：県保健医療需要調査）

　表4は、自市町村以外の市町村に通院している人数の割合を示したものです．

　自分の市町村内に病院のない町村では、圏域内の他市町村に通院している割合が非常に高く、また、

自市町村内に病院を有している町村であっても、圏域内へは、2～4割の人が通院をしている状況となっ

ています。

市町村合併シリーズ　次回は、各種の行政サービスについてお伝えします．
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町
の
活
性
化
を

限
り
の
あ
る
資
源
だ
か
ら
…

　
経
済
社
会
の
発
展
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
電
力
や
ガ
ス
な

ど
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
今

後
も
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
の
産
業
経
済
や
私
た
ち
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
石
油
換

（注・1）年数は可採年数（可採年数二確認可採埋蔵量／

　　　年生産量、ただし、ウランについては十分な在

　　　庫があることから、年生産量（3．5万トン）が年

　　　需要量（6．2万トン）を下回っている。このため

　　　ウラン可採年数については、確認可採埋蔵量を

　　　年需要量で除した値とした。）

（注・2）プルトニウム利用によりウランは数倍から数

　　　十倍利用年数が増える。

算
で
一
人
あ
た
り
年
間
ド
ラ
ム

缶
1
6
本
程
度
で
世
界
平
均
の
約

3
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
は
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
資
源
と
な
る
石
油
や

石
炭
・
ウ
ラ
ン
な
ど
の
供
給
を

ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
す
．
1
9
7
0
年
代
の

二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契

機
に
、
石
油
の
備
蓄
や
省
エ
ネ

石　油　　　天然ガス　　　石　炭　　　　ウラン
1999年末　　　　　　1999年末　　　　　　1999年末　　　　　　　1999年末

　　　　　　　　　　　　　　　出典：総合エネルギー統計（平成12年度版）

（イラストは、（財日本原子力文化振興財団H　Pより）

ル
ギ
ー
対
策

の
推
進
、
ま

た
原
子
力
や

液
化
天
然
ガ

ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
よ
い
資

源
の
利
用
な

ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
確
保

に
努
め
て
い

ま
す
．

地
域
の
中
か
ら
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
一
方
で
、
地
域
の
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
石
油
に
代
わ
る
『
石

油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
、
と
り
わ

け
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を

目
指
そ
う
と
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
自
然
界

に
あ
る
無
限
の
資
源
を
利
用
す

る
こ
と
で
調
達
コ
ス
ト
の
削
減

や
電
力
な
ど
の
生
成
時
に
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
等
か
ら
生
ず

る
地
球
温
暖
化
に
伴
う
生
態
系

や
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
に
も

考
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
．

　
さ
て
、
私
た
ち
の
周
囲
に
あ

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
ど

の
よ
う
な
物
が
あ
り
、
ど
う
活

用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

主
な
も
の
を
あ
げ
る

と
、
風
の
カ
を
利
用
し

た
風
力
発
電
、
太
陽
光

を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
、
太
陽
熱
を
利
用
し

た
給
湯
や
冷
暖
房
、
植

物
を
様
々
な
形
に
変
え

て
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
雪
や

氷
の
冷
熱
を
利
用
し
た

冷
房
及
び
米
や
農
産
加

工
品
の
貯
蔵
な
ど
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど

が
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
．

松
代
町
で
も
調
査
を
開
始

　
そ
ん
な
中
で
、
町
で
は
地
域

に
眠
る
自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
今
一
度
見
直
し
、
日
常
生
活

や
地
域
産
業
に
有
効
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
再
発
見
し
よ
う
と

い
う
調
査
を
今
年
度
国
の
補
助

金
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
一
体
ど
の
よ

う
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

が
可
能
で
し
ょ
う
か
．
来
年
二

月
ま
で
に
報
告
書
に
ま
と
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
ま
た
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
や
、
新
た

な
産
業
の
導
入
に
結
び
付
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

家
庭
や
地
域
産
業
の
中
で
利
用

可
能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
や
、

具
体
的
な
活
用
事
例
が
あ
り
ま

し
た
ら
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
町
企
画
振

興
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
や
県
で
は
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
当
っ
て
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
．
導

入
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
企
画
振
興
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
（
皿
7
－
2
2
2
0
）

6



黛鱗醗翻灘選蕪鶏灘　、
灘簿撫雛糊鍛叢ま逡…鍛欝

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
地

　
手
入
れ
を
せ
ず
に
山
を
放
っ

て
お
く
と
、
山
の
価
値
が
下
が

る
だ
け
で
な
く
、
大
気
の
浄
化

作
用
や
水
源
の
か
ん
養
性
・
災

害
の
防
止
な
ど
森
林
の
も
つ
大

切
な
働
き
も
十
分
に
発
揮
で
き

な
く
な
り
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
国
・
県
・
町
で
は
、

団
地
認
定
後
か
ら
平
成
1
8
年
ま

で
、
森
林
現
況
調
査
な
ど
、
山

の
手
入
れ
を
進
め
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
活
動
を
交
付
金
に
よ
つ

て
支
援
し
ま
す
．

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●

　

　

ニ

i1．支援の対象となる森林及び交付金額
こ

i①支援の対象となる森林
こ

i　・森林施業計画を作成している森林30㌶以上の団
き

i　地のなかで、35年生以下の人工林（一部45年生ま
コ

i　で）が支援の対象となります．
3●
　　　　　　　ピロコココココラロコドロドしドドロししロロロロリロド　ドドド　ドドココココロドロロロしドロ　ロ　　ドドドドドドドドドロドドドドじロココロロロラドロしロドロペつ
　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　i町が行なった造林地、緑資源公団が行った造i
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　i林地及び治山事業による造林地は、交付金対i
　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　i象森林となりません．　　　　　　　　　　i
●　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　しロドロロロリロロロロドドロ　ドドココララロしドドロロドドロロしロロロロじリロド　　ドドドドロラロペドドドロ　しドドロロしロしロロロロロロロリロロドロドドドヨ
　

こ

i②交付金額は
き

i　・対象となる森林1㌶あたり1万円．
3●
　　　　　　　　リドドドドコドドココロコドド　ロドロロしドドロロロロロリドロドドほコドロコロドドドロロロロロしロロロロロリロリリドドドド　ドコドココラコロロロドドドロしドヨ
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　i森林施業計画とは……　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　i　森林づくりのために、具体的な下刈り・除i
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　i伐・間伐等の実施について森林の所有者などi
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　iが作成する5年間の作業計画で、町長が認定i
　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　iします。　　　　　　　　　　i
●
　L一一＿一一一一一一一一薗一一一一一一一一輌一一一＿一一一一一一一－一一一一一一一一一一甲＿＿一一一一＿一一一一－－薗－一曹一一一一一一一一一顧一一一＿一一』●

●

●

制度の概要　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ2．交付までの手続き　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　き30㌶以上の団地の森林所有者全員と町長との問　i

　　　　　　　　　　　　　　　こに、森林づくりに関する協定を締結します．その　i

　　　　　　　　　　　　　　　き後、団地の森林所有者が、次の森林整備地域活動　i

　　　　　　　　　　　　　　　ニを行い、町が確認してから交付されます。　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　●　ロロドドドドドドドドドドドドドコドドドロコドコ　ドドドしドロドしロロしロロロしロ　ロロリドドドロドドドドドドリドドドドロドドロロドドドドドロコドロコココココドドコつ　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　

i森林整備地域活動の内容　　　　　　　　　　　i　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

i①～③までのいずれかを毎年実施　　　　　　i　i
ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　

i①林木の生育調査、雑草木の繁茂調査、公道かi　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　

i　らの作業道や歩道の状況などの調査　　　　　i　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　

i②所有者境界の確認、簡易杭設置、境界測量等i　l
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　

i　の区域明確作業　　　　　　　　　　　　　　i　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i③対象森林までの歩道や作業道の刈払い、補修、i　i

　　　　　　　　　　　　　　　　
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i新設　　　　　　　　　　　ii
　　　　　　　　　　　　　　　　
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i④その他、調査結果の取りまとめなど　　　　i　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　
」一一一一層一騨一甲甲甲一＿一一一一一＿一一一一一一一一一一薗髄－一－一一一一一一一一一一騨甲一一一一一一一一一＿一一一一一＿一一一一一＿一一一一薗薗曹一曹一一薗一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き詳しくは、役場農林課へお問い合わせください．（TEL　i

　　　　　　　　　　　　　　　き7－2220）　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　3●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　法務行政相談所開設
10月1目～7日までのr法の日週問」にちなみ、法務局・

人権擁護委員協議会・司法書士会・土地家屋調査士会の共催

で法務行政相談所が開設されます．相談内容等は下記のとお

りで、内容に応じてそれぞれの担当が無料で相談に応じます。

秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

日時＝10月7日（月）10時～15時

会　場＝松之山町自然休養村管理センター

相談の内容＝①土地・家屋の売買、相続・抵当権設定・土

　地の分筆・合筆、地目変更、建物の新築・増築・滅失な

　どの不動産登記および土地の境界など

　②会社の設立、役員変更などの会社・法人登記

　③結婚・離婚・養子縁組や国籍取得

　④地代、家賃などの供託

　⑤家庭内、親族間、近隣間のもめごと・いじめ・不登校・

　体罰・不当な差別、虐待などの人権問題

　⑦多重債務　など

社会保険よろず相談所開設

健康保険、厚生年金保険、国民年金

など社会保険に関する各種相談に応じ

るrよろず相談所」が開設されます。

相談には上越社会保険事務所の職員が

無料でお受けします。秘密は厳守され

ますので、お気軽にご相談ください．

日時＝10月10目休）

　　10日寺～15日寺

会　場＝松代町総合センター
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活
動
経
費
の
目
部
を
支
援
！

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
）

　
大
地
の
芸
術
祭
・
花
の
道
実

行
委
員
会
で
は
、
芸
術
祭
に
関

す
る
情
報
を
広
く
周
知
で
き
、

芸
術
祭
期
間
中
（
平
成
1
5
年
7

月
2
0
日
～
9
月
7
日
の
5
0
目
間
）

に
誘
客
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
長
所
を
利
用
し
な

が
ら
、
広
報
、
誘
客
の
面
で
効

果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
そ
の
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
．

　　大地の芸術祭協賛イベント支援事業の概要
1．募集期間（2回に分けて募集します。）

　前期　現在募集中（締め切り平成14年11月20日）

　後期　平成15年1月上旬から4月20目　（予定）
2．対象イベント

　　第2回大地の芸術祭期間中及びその前後に行われる既存の

　まつり、自主イベント等で、大地の芸術祭と連動して誘客を

　図り、芸術祭を広くP　Rが期待できるもの．

3．大地の芸術祭協賛イベント支援事業の補助金

①補助率：補助対象経費から市町村等からの補助金を差し引

　　いた額の60％（見学者、参加者等から徴収する収入がある
　　場合は40％を乗じた額）．

　　※申請件数多数の場合は、予算の範囲内で調整します．

②補助限度額：上限50万円．下限5万円。
③対象外経費：備品購入費、食糧費（但し、イベント等で提
　　供する郷土料理の食材といった原材料費等は除く）、団体構

　　成員の人件費などが対象外です。

4．申請手続きおよび問い合わせ先

　　申請する場合は、所定の用紙に事業計画などを記入し、11

月20日までに松代町役場企画振興課（TEL7－2220）へお
　申し込みください。

αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ

連載

「
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
再
発
見
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ざ
わ
つ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
術
家
・
小
沢
剛
）

　
　
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
は
、
完
壁
な
形
だ
。
い
っ
さ
い
の
無

駄
が
な
く
、
誰
に
も
媚
び
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
美
し
い
。

　
松
代
町
を
訪
れ
た
の
は
、
雪
が

積
も
り
始
め
た
昨
年
の
1
2
月
頃
だ
。

温
泉
に
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
窓
か

ら
見
え
る
木
々
や
住
宅
や
田
や
山
々

は
、
雪
衣
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

形
は
優
し
く
緩
や
か
で
清
々
し
か
っ

た
．
や
が
て
見
慣
れ
ぬ
形
の
も
の

が
至
る
所
に
見
え
る
こ
と
に
気
が

つ
き
、
気
に
な
っ
て
き
た
。
い
や
、

か
な
り
気
に
な
っ
た
。
う
ま
く
は

言
え
な
い
の
だ
が
、
未
知
の
モ
ノ

を
見
た
と
き
に
感
じ
る
違
和
感
と
、

新
鮮
な
好
奇
心
が
同
時
に
沸
い
た

の
だ
。
そ
れ
が
、
か
ま
ぼ
こ
型
倉

庫
と
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
っ
た
．

　
美
術
家
業
を
や
っ
て
い
る
と
、

た
ま
に
説
明
の
出
来
な
い
直
感
が

現
れ
る
が
、
ま
さ
に
説
明
不
能
な

の
に
確
信
め
い
た
も
の
を
感
じ
た

わ
け
だ
．

　
そ
れ
か
ら
3
カ
月
後
、
韓
国
の

光
州
で
建
築
家
の
塚
本
由
晴
氏
と

焼
き
肉
を
食
べ
て
い
た
．
彼
は
1

回
目
の
大
地
の
芸
術
祭
に
参
加
し

て
お
り
、
話
題
は
い
つ
し
か
、
か

ま
ぼ
こ
型
倉
庫
に
な
っ
た
．
や
は

り
彼
も
、
あ
れ
を
見
落
と
し
て
は

い
な
か
っ
た
。
「
あ
れ
は
で
す
ね
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
工
程
で
出
る
廃

材
か
ら
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

役
場
の
人
が
そ
う
言
っ
て
ま
し
た

ね
。
あ
の
形
態
は
大
雪
を
支
え
る

の
に
力
学
的
に
強
い
ん
で
す
よ
」
．

な
る
ほ
ど
、
大
き
な
山
を
支
え
て

い
た
物
な
ら
雪
を
支
え
ら
れ
る
。

　
塚
本
氏
の
話
は
続
き
、
雪
か
き

を
必
要
と
し
な
い
合
理
的
な
屋
根

型
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。
雪

と
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
と
ト
ン
ネ
ル

が
一
つ
の
線
で
つ
な
が
る
こ
と
が

見
え
て
き
た
．
僕
は
ま
す
ま
す
あ

の
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
の
こ
と
を
知

り
た
く
な
っ
た
。

　
更
に
3
カ
月
後
、
僕
は
再
び
ほ

く
ほ
く
線
に
乗
っ
て
い
た
．
松
代

は
緑
に
包
ま
れ
て
い
た
。

〈
小
沢
剛
〉

　
主
に
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生

活
の
身
近
な
物
を
テ
ー
マ
に
、
絵
画
、

立
体
、
写
真
、
ビ
デ
オ
な
ど
、
様
々

な
作
品
を
世
界
各
所
で
発
表
。
現
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。

＝
一

σ＝▲

「
駅
通
り
地
区
」

　
あ
れ
、
倉
庫
に
キ
ャ
ス
タ
ー

（
く
る
ま
）
が
つ
い
て
い
る
ぞ
。

い
っ
た
い
な
ぜ
？
こ
・
馨

の
持
ち
主
の
柳
武
さ
　
㎜

ん
に
聞
い
て
み
ま
し
　
．

た
。
「
こ
れ
は
2
0
年
ほ
㎜

離
離
葉
矯
醐
禦
臨
繍

そ
の
時
に
移
動
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
に
く
る
ま
を
付
け
た

わ
け
で
す
ね
」
今
は
車
庫
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
が
、
廃
品
回

収
の
収
集
所
と
し
て
使
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
な

．
顎
融
鍵
縦

　
　
　
　
て
み
た
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
こ
の
コ
ー
ナ
で
は

　
　
　
　
型
倉
庫
を
紹
介
し
ま

す
。
あ
な
た
の
近
所
に
面
白
い

物
が
あ
れ
ば
、
広
報
係
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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◆松代郵便局親善ゲートボール大会

　　　　（8月3日／町民グランド）

優勝　蒲生Aチーム

2位蒲生Bチーム
3位犬伏チーム
敢闘賞　小荒戸チーム

◆松代町教育長杯争奪ゲートボール

大会

　　　（8月30目／町民グランド）

優勝　室野Cチーム

2位蓬平チーム
3位菅刈Bチーム
敢闘賞　蒲生Aチーム

ふれあいスポーツの日
　　　　　　　（8月4日／総合体育館・町民グランド）

●スマイルボウリングの部

優勝　千年Aチーム

2位千年Bチーム
3位スカイラーク（峠）

●ペタンクの部

勝
位
位

優
2
3

千年Bチーム

太平友の会

千年Aチーム

●グランドゴルフの部

優勝　中村　守さん

2位　鈴木　明雄さん

3位　山岸　敏行さん

◆第22回新潟県スポーツ少年団総合体育大会
　　　　　　　　　　　　　肇（8月18日／燕市民体育館）

【小学生】●低学年女子形　優勝松澤佳奈さん

　　　　●高学年男子形　4位相沢祐樹さん
【中学生】●団体形4位松代チーム（市川美樹さん、柳
鮎美さん、高澤沙織さん、相沢健太さん、市川大地さん）

　　　　　　　　　　（8月25日／岩室村民体育館）

●小学生女子団体戦

3位まつだいYJ（関谷水希さん、中村江美香さん、小
嶋華奈子さん、柳瑞穂さん、武田千尋さん）

顎
曝
馨
駿
馨
馨
馨
馨

．
－
、
　
　
　
　
糠
撫

　
　
　
　
　
製

　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
籔

　
　
　
　
ダ

灘
　
　
　
　
鑛

　8月18日十日町市総合体育館で行われた十日町地区近隣

市町村合同大会に参加し、この日一日で六試合を行いました。

バスケット協会会長の室岡裕之さんは「実践を多

く経験することで、チームワークを養ってほしい

です」と今後の活躍に期待をしていました。

　　　　　ゆ　　
騰灘難灘　　灘灘購耀
　鐡饗灘嚢難懸簸鱗、　．

　走ろう会は、8月24日夏の強化練習と親睦を兼ねた催し

として、吉川町の尾神岳（標高757m）登山を行いました。

参加した走ろう会のメンバーは、日頃練習で鍛えた脚力を

生かして頂上に登り、風光明媚な景色を楽しみました。
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

．
蛤

　
　
琉
議
．

　
　
砺

　
　
O

●●●●●●●●●

　
春
休
み
．
高
田
の
親
戚
か
ら
高
三
に
な

る
長
男
が
遊
び
に
き
た
．
夕
食
後
の
ひ
と

時
、
私
は
会
沢
の
山
で
起
き
た
風
船
の
話

を
し
た
。

　
私
が
就
学
前
の
昭
和
十
七
年
夏
と
記
憶

す
る
。
五
十
嵐
伊
勢
松
（
い
せ
ま
つ
）
少

年
が
息
咳
切
っ
て
家
に
き
た
．
「
お
父
っ
つ

あ
は
い
る
か
え
。
い
ま
、
塚
ら
本
の
上
に

化
け
も
ん
が
飛
ん
で
い
る
．
撃
ち
落
し
て

く
ん
ね
か
え
」
．
塚
ら
本
は
芝
峠
温
泉
か
ら

僅
か
に
会
沢
寄
り
の
山
だ
．
父
は
鉄
砲
打

ち
で
あ
っ
た
．

中央の山が塚ら本、左が芝峠温泉。風船は

左下の杉林の裏に着地した。

氏糸

風

船

　
塚
ら
本
の
上
空
に
は
薄
茶
色
の
丸
い
お

ぼ
ん
の
よ
う
な
も
の
が
浮
い
て
い
た
。
お

ぼ
ん
は
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き
て
、
土
俵

く
ら
い
に
な
っ
た
時
、
塚
ら
本
の
裏
に
姿

を
消
し
た
．

　
村
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
男
た
ち
は

塚
ら
本
の
裏
の
臭
水
（
く
そ
う
ず
）
の
出

る
山
に
入
っ
た
．
私
が
村
外
れ
の
福
の
屋

の
家
ま
で
行
っ
た
時
、
一
五
、
六
人
の
男

た
ち
が
、
ま
る
で
蛇
踊
り
の
白
蛇
を
脇
に

抱
え
る
よ
う
な
格
好
で
臭
水
の
山
か
ら
上

が
っ
て
き
た
。

　
“
白
蛇
”
は
大
槙
屋
の
庭
に
持
ち
込
ま
れ

た
。
そ
れ
は
直
径
十
メ
ー
ト
ル
程
の
巨
大

な
紙
の
風
船
で
あ
っ
た
．

　
風
船
は
臭
水
の
弥
助
の
田
ん
ぼ
に
降
り

た
と
言
う
。
近
く
に
弥
助
の
五
十
嵐
仲
蔵
、

カ
ツ
、
ウ
メ
ノ
、
シ
サ
エ
さ
ん
が
い
た
。

シ
サ
エ
さ
ん
は
村
へ
走
り
、
カ
ツ
、
ウ
メ

ノ
さ
ん
の
二
人
は
畦
道
に
寝
転
ぶ
よ
う
に

し
て
風
船
を
捕
ら
え
た
．
風
船
は
仲
蔵
さ

ん
た
ち
が
村
へ
運
ぶ
途
中
、
木
に
絡
ま
り

破
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
人
垣
が
で
き
た
．
風
船
に
は
五
個
の
砂

￥
　
　
マ
ア

4
　
田
詣

島
　
　
螢

八
王
子
市
在
住

　
　
　
（
会
沢
・
向
）

袋
と
通
信
機
ら
し
い
機
械
が
つ
い
て
い
る
．

が
、
一
体
何
物
な
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
．

そ
こ
へ
、
帰
省
中
の
兵
隊
、
小
野
島
彦
太

郎
さ
ん
が
来
た
．

「
こ
れ
は
軍
隊
の
物
だ
。
軽
気
球
と
言
う
。

し
か
し
、
使
用
目
的
は
分
か
ら
な
い
」
．
村

の
人
た
ち
は
「
ケ
イ
キ
キ
ュ
ウ
、
ケ
イ
キ

キ
ュ
ウ
」
と
囁
き
合
っ
た
．

　
風
船
に
は
葉
書
が
つ
い
て
い
た
。
「
風
船

を
拾
っ
た
者
は
地
名
と
日
時
を
記
入
し
て
、

至
急
軍
隊
に
報
告
せ
よ
」
な
ど
と
書
か
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
風
船
が
風
船
爆
弾
の
実
験
と
分
か
っ

た
の
は
、
戦
後
も
数
年
過
ぎ
て
か
ら
で
あ

る
．
風
船
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
産
地
で
あ

る
群
馬
県
等
で
、
軍
や
女
子
挺
身
隊
員
に

よ
り
極
秘
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
．

和
紙
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
糊
を
塗
り
、
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。

　
十
九
年
秋
よ
り
、
風
船
に
水
素
を
詰
め

て
一
五
㎏
の
爆
弾
と
五
㎏
の
焼
夷
弾
二
個

を
吊
る
し
、
強
い
偏
西
風
を
利
用
し
て
勿

来
（
な
こ
そ
）
の
海
岸
な
ど
か
ら
米
国
に

向
け
て
放
た
れ
た
．
そ
の
数
約
一
万
個
。

二
日
か
ら
三
日
後
に
タ
イ
マ
ー
が
働
き
、

爆
弾
を
投
下
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
米

国
へ
は
約
数
千
個
が
た
ど
り
着
い
た
と
い

う
．
死
亡
者
や
火
災
が
発
生
し
た
が
、
米

政
府
の
報
道
管
制
に
よ
り
被
害
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
．

　
こ
の
話
に
高
校
生
君
は
目
を
輝
か
せ
た
．

「
紙
風
船
、
偏
西
風
、
太
平
洋
横
断
．
素
晴

ら
し
い
。
叔
父
さ
ん
、
そ
の
話
に
は
ロ
マ

ン
が
あ
る
」
．

　
彼
よ
り
も
若
い
娘
た
ち
の
作
っ
た
紙
風

船
が
、
爆
弾
を
抱
え
て
時
速
二
百
キ
ロ
で

海
を
越
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
．

　
で
も
、
私
は
忌
む
べ
き
戦
争
の
話
に
ロ

マ
ン
な
ど
抱
か
な
い
で
ほ
し
か
っ
た
．

東京だより

会
員
募
集
の
お
願
い
1

　
会
員
の
皆
様
、
東
京
松
代
会
の
会
員

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
お
友
達
や
兄
弟
姉
妹
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
等
々
、
東
京
松
代
会
へ
の
入
会
を
お

す
す
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
．

先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
眺

介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

紹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
だ

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
く

員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
彌

会
　
　
　
　
　
　
　
け
訴

　会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
・

代
　
　
　
　
　
　
寝

松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
す

京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
ま

東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
妙

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
あ

地区 代表者名 電　話

松　代 笠原　清 03－3692－3564

峰　方 萬羽三蔵 03－3900－8547

伊　沢 山岸弘政 045－934－9584

山　平 井上正美 044－877－9611

奴奈川 石野　士 048－832－7288
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一楽

轟
一

　　　（、・・㌧擁・，1
　　〆メ‘　　．〆・、旗ノ
｝施務フ▽チ日　　　　’一

’

　
8
月
1
9
日
の
夜
、
千
年
の
「
三
枚
田
」

の
佐
藤
武
則
さ
ん
か
ら
お
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
論
所
（
ろ
ん
し
ょ
）
と
い
う

地
名
の
山
で
仕
事
を
し
て
い
た
ら
珍
し

い
花
を
見
つ
け
た
の
で
、
明
日
の
朝
、

浦
田
に
仕
事
に
行
く
つ
い
で
に
持
参
す

る
か
ら
見
て
く
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
　
明
く
る
2
0
日
の
早
朝
6
時
に
は
も
う

お
い
で
に
な
ら
れ
、
提
示
さ
れ
た
植
物

の
淡
紅
色
を
し
た
花
を
穂
の
よ
う
に
つ

け
た
三
株
を
見
る
と
、
私
に
と
っ
て
は

お
な
じ
み
の
ラ
ン
科
の
多
年
草
で
あ
る

ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
深
山
に
生
え
る
、
鶉
　
（
う
ず
ら
）
の

羽
の
紋
様
に
似
た
葉
の
模
様
か
ら
の
も

の
で
す
が
、
深
山
で
な
く
て
も
里
山
で

も
杉
林
の
中
で
も
稀
に
見
ら
れ
ま
す
．

　
こ
れ
に
似
た
ア
ケ
ボ
ノ
シ
ュ
ス
ラ
ン

ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ

松
代
の
自
然

（
曙
濡
子
蘭
）
と
い
う
も
の
も
杉
林
の
中

で
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に

生
え
て
い
る
場
所
も
あ
り
、
曙
色
（
薄

桃
色
）
の
美
し
い
花
を
つ
け
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
の
仲
間
に
は
カ
キ

ラ
ン
・
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
・
ク
モ

キ
リ
ソ
ウ
・
コ
ケ
イ
ラ
ン
・
サ
イ
ハ
イ

ラ
ン
・
ナ
ツ
エ
ビ
ネ
・
シ
ュ
ン
ラ
ン
・

ト
ン
ボ
ソ
ウ
・
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
な
ど
が

こ
の
辺
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
数

は
極
め
て
少
な
い
の
で
採
集
は
ご
遠
慮

さ
れ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
に
も
葉
の
な
い
ム
ヨ
ウ
ラ
ン

の
仲
間
に
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
（
鬼
の
矢
柄
）

と
か
ツ
チ
ァ
ケ
ビ
（
土
木
通
）
に
シ
ョ

ウ
キ
ラ
ン
（
鍾
楢
蘭
）
な
ど
の
変
わ
り

者
も
あ
っ
て
多
士
済
々
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
佐
藤
武
則
さ
ん
の

嬰
鐘
（
か
く
し
ゃ
く
）
た
る
元
気
さ
に

は
驚
き
ま
す
。
私
の
亡
き
二
人
上
の
兄

と
同
級
生
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
八
十

歳
を
超
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ

　
　
　
バ
イ
ク
に
ま
た
が
り
、
材
木
業

＼
者
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
で
す
か
ら
、
た
い
し
た
も
の
で

ノ
　
　
す
。
そ
の
元
気
の
根
源
は
マ
ム

．
　
　
シ
焼
酎
を
た
し
な
む
か
ら
と
か
、

　
　
　
こ
れ
は
内
緒
か
な
？

　
　
　
　
と
に
か
く
今
後
も
ご
壮
健
で

！
ご
活
躍
を
祈
り
手
・

／　
　
　
（
文
と
カ
ッ
ト
　
高
橋
八
十
八
）

闘　鵬 鯉㎜鵬鵬鵬搬醐　膿　臆齪㎜　幽鯉麟簸闘　膿　獣澱醐幽鱒闘鯉闘　鰹朧盤醐臓　鯉　鵬郷麟搬　糖櫨團膿㎜ヨ魑　簸　醐鱒幽盤　瞳籔麟闘姻　鵬　鱒麹1盤　朧鰍圏磁鯉　闘鯉　謹　膿麟幽騰　髄　鋤　灘　鰹朧盤麗

　7月19日から22日までの4日問、

交流活動の一環として、八王子市

の子どもたちが「自然体験教室」

に訪れ、地元の菅刈・田沢の子ど

もたちと交流を深めました。その

時の思い出を記したお手紙をいた

だいたので紹介します．（紙面の都

合から一部省略してあります．）

天野紗央里さん

　私はこの夏初めての体験をしま

した。朝の散歩でヘビを見たのに

は飛び上がりました。また、ねな

がら花火を見た時は、キレイさ倍

増？私は来年もいくつもりです。

あ～楽しかった。

小坂　渓さん

　新潟県の松代で、お兄さんやお

姉さんと一緒にジャガイモ掘りや

ホタル狩りをしました。

　ミヤマクワガタも捕まえました。

今でも元気に生きてます。緊張し

て初日からあまり眠れなかったけ

ど、楽しかったです。

中野茉美さん
　私は、一番心に残っていること

は、海で遊んだことです。一つ恐

かったことがありました。学校に

泊まるなんて、思ったこともあり

ませんでした。それも廃校になっ

た所で、怖くてちょっと困った。

二番目に楽しかった事は、友達が

できて、いっしょに話したり遊ん

だことです。この夏は海も行った

けど、それより自然体験教室のほ

うが楽しかったです。

志村　将士さん

　今年も、松代へ行くのが楽しみ

　　　　　　　　　　　　　1・輔釣磁

だった。なによりも、海とクワガ

タがたのしみだった。ねるばしょ

が、松代城だから、クワガタに期

待した。朝起きて、大塚君も起こ

してクワガタを見にいったら、ぼ

くはガクゼンとした。なぜなら、

クワガタの死体が、大量におっこ

ちていたからだ。その辺には、カ

ラスの羽が落ちていた。そしてと

うとう次の日は帰りの日だった。

今年も楽しかった。

　このほか、板垣美沙さん、佐藤

麻生さん、大塚翔さんからもいた

だきました。
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宿題の参考権ぽったかな

旱編田糞蓼
　　　　　ユ曇5ゴ

8凋罰日霜2圖

　松代町三小学校の5年生児童43人が早稲田大

学理工学部において科学実験講座を体験しまし

た．児童は、大学が開催する26講座の中から、

コンピューター・工作技術や化学実験などそれ

ぞれ希望する11項目の実験講座に分かれて、講

師や大学生から指導を受けました． 早稲田大学構内を見学

吹奏楽の指導を受ける松代中学のみなさん

第9回綴総隷鞍鰭魁9
　　　　　　　　　蝋塑野

P8蹴3闘翻5臼

　中学生から一般者まで県内外から63人

の受講生が集まり、須川展也さんをはじ

め9人の講師から各楽器ごとに専門的な

実技指導を受けました。また、14日には

講師陣によるファイナルコンサートが催

され、期間中松代町生涯学習センター（清

水）は音楽の館と化していました．

　　みなさんの善意綴あ頓謹還翻

『認譲地球を救5濃

　　鯨整聾量雛毒耀製騨シ
　　　　　　・8凋課画撫麟麟圖『

　24時間テレビ「愛は地球を救う」のチャリティーキャ

ンペーンに、今年もたくさんのみなさんから募金にご

協力をいただき、総額149，275円が寄せられました．ま

た、キャンペーンが行われたふるさと会館前では、松

代高校家庭クラブの皆さん11人がボランティアで、ディ

サービスセンターの職員と共に、募金の呼びかけにご

協力をしてくださいました。 ボランティア協力する松代高校家庭クラブのみなさん
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甕
・
鰯
齢
蹴
累
ボ
ー
ル
の
交
流
試
倉

　
8
月
2
4
日
、
2
5
日
の
2
日
間
、

葛
飾
区
奥
戸
の
小
学
生
女
子
「
奥

戸
青
空
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
」

が
松
代
町
に
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
、

松
代
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
で
楽
し

み
ま
し
た
．

　
こ
の
日
松
代
町
に
訪
れ
た
の

は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
2
0
人
と

引
率
の
チ
ー
ム
役
員
お
よ
び
家

族
の
合
わ
せ
て
3
9
人
で
、
昨
年

に
続
き
二
度
目
と
な
り
ま
す
．

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
企
画
し
た
、

前
チ
ー
ム
監
督
の
笠
原
清
さ
ん

（
葛
飾
区
在
住
）
は
松
代
町
出
身

で
、
現
在
東
京
松
代
会
の
副
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
交
流
試
合
を
と
お
し

　
　
　
て
、
笠
原
さ
ん
は
「
都

　
　
　
会
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

　
　
　
ス
の
中
で
プ
レ
ー
を
す

　
　
　
る
子
供
た
ち
に
、
松
代

　
　
　
の
緑
の
中
で
、
松
代
の

　
　
　
子
供
た
ち
と
と
も
に
の

　
　
　
び
の
び
と
プ
レ
ー
を
さ

　
　
　
せ
た
か
っ
た
」
と
キ
ャ

　
　
　
ン
プ
の
き
っ
か
け
を
話

　
　
　
し
て
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
2
4
日
夜
に
は
交
流
会

が
行
わ
れ
、
奥
戸
青
空
チ
ー
ム

と
松
代
チ
ー
ム
の
選
手
並
び
に

父
兄
お
よ
び
チ
ー
ム
関
係
者
が

懇
親
を
深
め
ま
し
た
．

7舞嚇享曾∠あ嵩蓉嘉高掌箏辱準套　　暴だム饗　藷キiξおお筏手↑蔀｛2　に
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ね
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、

木
陰
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
階
段

を
子
供
た
ち
は
上
っ
て
く
る
。

　
1
0
分
程
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
目

を
覚
ま
し
た
あ
と
、
誰
が
声
を

か
け
る
と
も
な
く
子
供
た
ち
は

本
堂
の
前
に
並
ぶ
。

　
夏
休
み
の
お
盆
前
ま
で
、
室

野
洞
泉
寺
で
地
域
の
子
供
た
ち

は
朝
の
修
行
を
兼
ね
た
学
習
を

す
る
．

　
礼
を
し
て
本
堂
に
入
り
、
足

を
組
み
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
手

の
平
を
重
ね
て
組
ん
で
、
し
ば

し
の
沈
黙
。
住
職
の
歩
く
足
が
、

時
折
畳
を
擦
る
音
だ
け
が
微
か

に
聞
こ
え
る
。

　
ひ
と
と
お
り
子
供
た
ち
の
姿

勢
を
正
し
回
っ
た
後
、
住
職
は

言
い
ま
す
「
坐
禅
は
自
分
の
修

「
強
く
な
れ
』
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
洞
泉
寺
　
石
黒
良
泉
さ
ん
）

行
で
す
．
皆
が
こ
こ
に
い
る
け

ど
、
自
分
ひ
と
り
の
修
行
で
す
」
．

15

分
で
坐
禅
を
解
く
．
子
供
た

ち
は
一
斉
に
「
ウ
ー
、
イ
タ
タ

タ
」
と
足
を
擦
る
。

　
「
坐
禅
中
何
か
考
え
て
い
た
？
」

と
一
人
に
聞
い
た
。
す
る
と
「
う

う
ん
、
何
も
考
え
な
い
よ
」
。
『
空
』

初
日
に
住
職
か
ら
心
得
が
言
い

伝
え
て
あ
る
と
い
う
。

　
「
何
の
た
め
に
坐
禅
を
す
る

の
？
」
と
よ
く
子
供
た
ち
に
聞

か
れ
る
と
い
う
．
「
自
分
を
強
く

す
る
た
め
だ
よ
」
「
そ
の
た
め
に

は
自
分
が
見
え
な
く
て
は
だ
め

だ
よ
」
今
は
ま
だ
分
か
ら
な
く

て
も
、
こ
の
こ
と
が
人
生
の
う

ち
で
必
ず
支
え
に
な
る
と
き
が

あ
る
だ
ろ
・
つ
．

　
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
る
石

黒
良
泉
さ
ん
は
子
供
た
ち
に
「
強

く
な
り
な
さ
い
」
と
説
く
。

　
子
供
た
ち
は
「
え
ー
ケ
ン
カ

が
」
と
い
う
と
石
黒
さ
ん
は
「
ち

が
う
よ
」
と
優
し
く
答
え
る
。

不
安
、
孤
独
、
イ
ジ
メ
…
そ
ん

な
境
遇
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
そ

れ
ら
を
跳
ね
返
す
カ
．
つ
ま
り

相
手
は
自
分
な
の
だ
．

　
そ
の
あ
と
、
全
員
で
般
若
心

経
を
読
み
、
3
0
分
程
度
の
自
主

学
習
を
し
て
終
わ
る
．

　
こ
の
学
習
は
、
奴
奈
川
小
学

校
が
建
替
え
の
と
き
、
境
内
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め
た
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
か
れ
こ
れ

20
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
．

　
夏
休
み
。
子
供
た
ち
は
一
つ

大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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短
歌

遠
山
に
夕
立
来
ら
し
さ
や
さ
や

と
涼
風
一
陣
西
よ
り
来
た
る

　
　
　
　
　
本
山
祖
道

目
落
と
し
の
胡
瓜
よ
哀
れ
す
り

こ
ぎ
の
ご
と
く
太
き
を
畑
に
放

置
す
　
　
　
柳
　
こ
め

　
　
　
　
　
　
　
ご
か

子
供
ら
の
植
え
し
棚
田
の
御
下

し
な
え

賜
苗
穂
の
出
揃
い
て
川
風
渡
る

　
　
　
　
　
笠
原
ト
ミ

あ
　
こ

吾
子
で
さ
え
セ
ミ
な
ど
追
わ
ぬ

と
し
な
の
に
声
問
近
に
し
息
止

め
さ
が
す
　
　
　
市
川
　
辰
雄

青
葦
の
そ
よ
ぐ
と
も
な
し
油
蝉

じ
ん
じ
ん
と
鳴
き
地
の
乾
き
ゆ

く
　
　
　
　
野
石
　
念

◆
三
号
◆
ム
一
一
7
◆
三
一
＝
冒
◆
・
三
一
一
．
◆
・
一
寺
．
◆
・
一
邑
一
冒
◆
・
三
一
一
．
◆
・
一
…
．
◆
ム
一
一
．
◆
．
一
一
一
一
一
．
◆
・
一
一
一
一
一
．
◆
．
・
一
…
．
◆
三
…
．
◆
三
…
、
◆
・
一
一
一
一
一
．
◆
二
一
一
一
一
．
◆
・
三
一
一
．
◆
．
三
一
冒
．
◆
，
一
寺
、
◆
，
一
…
．
◆
．
一
…
．
◆
．
－
…
．
◆
・
一
…
．
◆
・
三
一
一
．
◆
・
・
寺
．
◆
・
三
一
一

畢成1年度調停相談i会iの開催

　民事や家事の紛争について、その

解決手段の一つである調停制度の利

用に関する調停相談会を、下記のと

おり開催します。なお、相談は無料

で、秘密は厳守されますので、お気

日時＝10月1日ψ◎10時～15時

会場＝上越市「雁木通りプラザ」

　　　上越市本町3丁目2番26号

相談の内容＝土地・建物、金銭貸1

　　　　商品取引、交通事故、相1

　　　　遺言、夫婦・親子関係な

相談担当者＝新潟地方裁判所民事調停委

　　　　　　新潟家庭裁判所家事調停委

主催＝日本調停協会連合会、新潟県調

　　　協会連合会、高田地区調停協｛

蒲
生
句
会

逃
げ
回
る
裸
子
捕
え
ど
こ
ろ
な

し
　
　
　
　
　
耕
山

お
ん
寺
の
鐘
に
和
し
お
り
法
師

蝉
　
　
　
　
　
朴
雪

芋
の
葉
の
露
に
や
さ
し
く
触
る

る
風
　
　
　
　
月
日

逆
さ
ま
に
蜂
が
水
呑
む
暑
さ
か

な
　
　
　
　
　
鐵
堂

ハ
モ
ニ
カ
を
吹
く
よ
う
に
し
て

黍
を
食
う
　
　
　
耕
人

　
　
　
　
　
ぼ
ん
ひ
る
げ

七
人
分
お
椀
並
べ
て
盆
昼
餉

　
　
　
　
　
　
折
人

　
　
　
　
　
し

カ
リ
カ
リ
と
歯
に
滲
み
わ
た
る

か
き
氷
　
　
　
　
山
路

孫
も
は
や
青
年
の
顔
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
翔
山

　
　
　
　
も

く
わ
し
ま
め
を
椀
ぐ
腕
白
の
顔

と
な
り
　
　
　
　
龍
峰

　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
借
続
ど
員
員
停
会

　
　
　
調
ま
厳
く
1
市
市
：
品
言
：

　
家
の
る
し
は
用
月
越
越
容
商
遺
者

　
や
段
す
催
密
利
1
0
上
上
内

　
事
手
関
開
秘
ご
・
・

　
　
　
　
　
　
　
に
時
場

　
　
解
用
お
で
軽
日
会

し
ぶ
み
俳
句
会

早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
八
千
代

梅
雨
明
け
を
待
っ
て
大
寺
屋
根

普
請
　
　
　
　
六
花

炎
天
に
葉
の
裏
見
せ
て
耐
ゆ
る

か
な
　
　
　
　
紅
茶

辰
之
の
童
謡
歌
ふ
夏
館

　
　
　
　
　
　
と
し
子

落
人
の
二
十
五
代
目
夏
館

　
　
　
　
　
　
淡
水

緑
蔭
に
人
見
知
り
す
る
孫
を
抱

き
　
　
　
　
　
枯
水

向
日
葵
が
咲
き
出
し
孫
の
来
る

電
話
　
　
　
　
公
鳴

惹灘鑑繊親家庭の灘麟峯i離猷　魏医療嚢潮戴劉獲囎

　県では、ひとり親家庭の方が、医療機関で支払う医療

費の一部を助成しています．

対象：母子家庭、父子家庭または父母のいない家庭で、

　　　18歳未満の子ども及びその子どもを養育してる方

※父母が一定程度の重い障害を持っている世帯の子ども

　も対象になります．

詳しくは、松代町役場住民課または県児童家庭課（TELO25－

280－5216）まで

麓繋羅　讐灘墜隷繊　蓑㊧暫

　平成15年4月1日付採用の職員を募集します．

職種・人員＝事務職員　1人

受験資格＝①高校卒業以上で昭和42年4月2目

　　　　　以降に生まれの、簿記検定1級か2

　　　　　級を有する者．

　　　　　②自動車運転普通免許を有し、広域

　　　　　六市町村在住で通勤可能な者

勤務場所＝社会福祉法人妻有福祉会の老人福祉

　　　　　施設

採用試験日＝11月17日（日）

申込み締切＝10月31目休）まで

申込先・問い合わせ先＝

　　　　　養護老人ホーム妻有荘

　　　　　　〒949－8525　十日町市幸町

　　　　　　TEL　O257－58－2050

圓
圏
◆
團
回

　
（
8
月
1
日
～
8
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ひ
ろ
と

谷
内
　
寛
人
≠
・
卓
生
・
未
希
さ
ん

　
　
　
（
下
町
住
宅
A
棟
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

高
橋
マ
サ
ノ
さ
ん
　
　
　
8
2
歳

　
　
　
（
莇
平
・
い
ん
き
ょ
）

山
岸
　
ウ
タ
さ
ん
　
　
　
訂
歳

　
　
　
　
（
蒲
生
・
ま
す
や
）

柳
　
ミ
ツ
エ
さ
ん
　
　
　
四
歳

　
　
（
千
年
・
じ
ょ
う
の
つ
か
）

丸
山
　
ナ
イ
さ
ん
　
　
　
　
9
0
歳

　
　
（
蒲
生
・
げ
ん
じ
ろ
う
）

若
月
　
キ
ョ
さ
ん
　
　
　
8
9
歳

　
　
　
（
海
老
・
と
ざ
し
き
）

　男　　2，082人　　（＋1人）

　女2，200人（一4人）
　計4，282人（一3人）
世帯数　1，488世帯（一1世帯）

　出生　1人　　死亡　5人

　転入　6人　　転出　5人
　　　　（14年8月末口現在）
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町の行事予定（9・10月）

羅
室野保育園運動会
2002地球環境米米フォーラムin越後妻有「稲刈りフェ

スティバル」ミオン中里前田圃13二30～（22日まで）

秋分の日

24（火）

25（水） 越後田舎体験昭島市立多摩辺中学来町（27日まで）

26休）
中学校郡駅伝競走大会
松寿大学ビデオ上映会

27（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9100～

麗㈱

町民登山「浅草岳登山」集合＝役場6＝50

30（月） 御下賜籾稲刈松代駅裏13二〇〇～

「1／（火）
中学校郡科学研究発表会

三種混合予防接種総合センター13二30～
特設人権相談所開設総合センター10＝00～

2休）

3休） すくすく教室松代保育園9＝00～

4（金）

鐙鰻 第12回24時間耐久リレーマラソン大会12二〇〇開始

ほくほくの里バスパイク

7（月） 法務行政相談所開設松之山町自然休養村センター
10＝00～15二〇〇

8（火）

ポリオ予防接種総合センター13二30～
乳児検診総合センター13130～
寒露

9（水） 中学校郡新人球技大会

10休）

中学校郡新人球技大会

社会保険よろず相談所開設総合センター

　　　　　　　　　　　　　　10二〇〇～15二〇〇

11（金） 幼児健診総合センター13＝30～

趣繊

東頸城郡美術展覧会総合体育館9二〇〇～18＝00

　　　　　　　　　　　　　　　（14日まで）
展覧会「そらのがっこう2002」旧蒲生小学校

　　　　　　　　　　　10：00から（27日まで）

県縦断駅伝大会
越後田舎体験神奈川県立霧が丘高校来町（16日まで）

体育の日

15（火）

16（水） 幼児健診総合センター13＝30～

17休） 乳がん・子宮ガン検診総合体育館12二30～

18（金） 中学校地区駅伝大会

囎㈱

嚢i藤≧・階P

お知ら琶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礪騰

　新潟県弁護士会並びに働法律扶助協会による法律相談センター

の活動の一環として、弁護士による巡回無料法律相談が実施され

ます。相談は1人30分程度の予約制となっていますのでご希望の方

はお申込みください。

日　　日寺：10月29目（火）　9日寺～12日寺

場所：ふるさと会館3階応接室
予約申込み・問い合わせ先：松代町役場総務課（TEL7－2220）

麟るき鑑写真集

蓬雀約さ瀞施皆様《

（仮謝を

　ふるさと写真集（仮題）の発刊にあたり、昨年より多くの方か

らご予約をいただきありがとうございます。

　現在、写真集の制作にあたり、幅広く写真等の収集を呼びかけ、

取りまとめを行っているところです．ご予約された皆様にはお待

たせして大変恐縮ですが、12月末には発刊の予定ですので、今し

ばらくお待ちくださるようお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝i澱

展覧会『そ5のが⊃こ52002』
画家よしだ・ゆうさんの作品展が開催されます

　松代に越して2年目となりますが、今回2回目の作

品の発表を致します。小学校の2階を借りて絵だけで

はなく布の作品も発表しようと思います。

　テーマは「青空。です。たくさんの皆様のお越しを

お待ちしてます！

開催日時：10月12日（士）～27日（日）10時～17時＊月曜休

開催会場：1日蒲生小学校校舎（松代町蒲生　早大’tzミ

　　　　　ナーパウス隣）

「そらのがっこう2002」展ホームページアドレス

　http：／／www1．ocn．ne．jp／～sora2002／

後援：松代町教育委員会

　　▼　　■

今月号は、町のバランスシートを取り上げました。この表は過去に町が取得してきた、

借入れも含めた財産を数字的に積み上げたものです。町の予算書は単年度のお金の出入

を表すもので、総体的に町の体質を見るには、この表は分かりやすいといえます。今、

あらゆる公共事業において、費用対効果を重要視するようになっています。もちろん、

行政は金額的利潤を追求するものではありませんが、顧客の二一ズを充足するものでな

くてはなりません。行政の顧客、それは地域であり住民のみなさんです。　　　　　鐙
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8
月
1
4
日
か
ら
1
6
日
ま
で
の
3
日
間
、

ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
松
寿
大
学
創
立

十
五
周
年
記
念
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
期

間
中
約
7
0
0
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
出
品
作
品
は
1
5
0
点
に
お
よ
び
、
松

寿
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が
普
段
の
専

門
講
座
に
お
い
て
作
成
し
た
、
書
道
、
墨

絵
、
樹
脂
粘
土
、
俳
句
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど

で
、
各
々
技
巧
を
こ
ら
し
た
個
性
あ
る
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

NO龍獣

望
轟

℃
面
蜘

舩
議
叢
馨
翻
嚢
難
韮
調
難
魏
念

　
　
　
纏
醗
震
縫
餐
慧
羅

　
作
品
展
示
会
場
で
「
あ
じ
さ
い
は
散
る

こ
と
を
し
な
い
。
雨
の
日
で
も
咲
き
続
け

る
。
咲
き
続
け
る
心
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

枯
れ
て
い
く
…
…
」
と
い
う
流
暢
な
筆
使

い
の
色
紙
を
目
に
し
た
と
き
、
先
日
読
ん

だ
「
創
る
楽
し
み
を
持
つ
高
齢
者
ほ
ど
心

身
と
も
に
健
康
で
美
し
い
」
と
い
う
新
聞

記
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
作
品

一
点
一
点
を
見
る
ご
と
に
あ
の
新
聞
記
事

が
脳
裏
に
見
え
隠
れ
す
る
松
寿
大
学
創
立

十
五
周
年
記
念
作
品
展
で
し
た
．

　
松
寿
大
学
で
の
専
門
講
座
は
、
技
り
ょ

う
の
上
達
に
加
え
て
作
品
の
創
作
を
通
し

な
が
ら
、
生
き
る
楽
し
み
や
喜
び
、
生
き

る
カ
を
培
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
今
の
高
齢
社
会
に
は
こ
の
健
康
的
な

生
き
る
カ
が
不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
．

　
そ
れ
に
し
て
も
松
寿
大
学
が
、
行
政
や

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
十
五
年
で

あ
っ
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
き
、
感
謝

の
他
あ
り
ま
せ
ん
．
私
た
ち
は
十
五
周
年

を
新
た
な
節
目
と
し
て
、
今
後
共
仲
良
く
・

楽
し
く
・
生
き
生
き
と
、
新
た
な
夢
を
創

り
出
す
あ
じ
さ
い
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
お
盆
の
最
中
し
か
も
猛
暑
の

折
り
、
連
日
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
励
み
に
な

り
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
松
寿
大
学
　
美
濃
和
　
英
）

国囮国匿幽圖囹
　
「
私
た
ち
の
泥
臭
い
境
涯
を
素
直
に
五
・

七
・
五
の
定
型
に
表
現
す
る
こ
と
に
徹
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
蒲
生
句
会
が
発
足
し

た
昭
和
5
3
年
5
月
発
行
の
蒲
生
句
会
の

会
報
第
1
号
に
記
さ
れ
た
言
葉
で
す
。

　
蒲
生
句
会
（
代
表
小
堺
金
松
さ
ん
）

の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
9
人
。
月
に
一
度

の
句
会
に
町
内
外
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

　
昭
和
5
3
年
、
出
稼
ぎ
先
で
句
を
詠
む

楽
し
さ
に
触
れ
た
小
堺
さ
ん
が
出
稼
ぎ

か
ら
帰
り
、
集
落
で
当
時
し
ぶ
み
句
会

（
室
野
）
に
属
し
て
い
た
津
幡
龍
峰
さ
ん

に
「
お
ら
ム
ラ
で
も
句
会
を
作
ろ
う
ね

か
い
」
と
話
を
持
ち
か
け
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
山
平
地
区
内
で
有
志
を
集
い
、

蒲
生
句
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
出
稼
ぎ
者
も
多
く
、
冬
場
は

句
会
の
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
遠
く
無
雪
の
地
で
働
く
家
主

た
ち
に
は
、
家
族
の
こ
と
や
ム
ラ
の
こ

と
が
片
時
も
心
か
ら
離
れ
ず
、
心
配
す

る
気
持
ち
が
自
然
に
言
葉
と
な
っ
て
俳

句
に
あ
ら
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を

毎
月
書
き
綴
り
、
集
落
の
会
に
送
る
こ

と
で
、
冬
で
も
会
報
の
発
行
は
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
今
月
号
の
発
行
で
2
7

6
回
を
数
え
ま
す
。

　
「
方
言
も
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
い
こ
う
じ
や

な
い
で
す
か
」
会
の
事
務
局
を
務
め
る
津

幡
さ
ん
は
云
い
ま
す
。
こ
の
地
の
も
の

を
季
語
に
掛
け
て
あ
ら
わ
す
か
ら
こ
そ
、

限
ら
れ
た
言
葉
で
情
景
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
代
表
の
小
堺
さ
ん
は
、
「
素
材
は
常
に

身
の
回
り
に
あ
り
ま
す
。
よ
く
気
に
留

め
て
見
る
こ
と
が
新
し
い
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
普

段
の
何
気
な
い
生
活
や
見
慣
れ
た
風
景

に
息
吹

を
吹
き

込
む
．

こ
れ
も

俳
句
の

楽
し
い

一
面
で

す
。

、
耀
鞭

、
竪灘

腐
潟
お
椅
O
鴻
♂
P

（
爾
漣
一
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